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動を経験した人もいる（図１）。また、日本
で生まれた日本人だが、成長あるいは人生の
途中で、他の文化圏に移行し、そのままそこ
に永住する人（例：さまざまな理由による移
民）もいれば、他の文化圏に移行しても、一
定期間滞在した後、再び日本に帰国する人
問題
　文化間移動１）を経験したことのある成人２）
にはさまざまな人がいる。それ以前の時期（乳
幼児期、児童期、青年期）に文化間移動をし
た人もいれば、成人になってから、文化間移
キーワード ：文化間移動、生涯発達、成人中期の日本人女性、異文化間（国際）結婚、二文化の「ずれ」
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成人期の文化間移動と生涯発達への影響についての研究
── 異文化間結婚の場合
A study on transferring to a new culture in adulthood and the 
influence on life-span development: 
A case of intercultural marriage
鈴　木　一　代
SUZUKI, Kazuyo
 This study aims to clarify how awareness of gaps between an original and a new culture 
influence the development of interculturally-married, middle-aged Japanese women who 
have transferred to a new culture in the early years of adulthood, as well as how they 
evaluate their lives after the transfer. The participants were 16 middle-aged Japanese 
women married to Indonesian men and living in Indonesia. The Cultural Anthropological - 
Clinical Psychological Approach [CACPA] (Suzuki & Fujiwara, 1992; Suzuki, 2002, 2008) 
was employed between 1991 and 2009. Mainly, repeated interviews were carried out. The 
interculturally-married Japanese women who transferred to a new culture after being 
socialized in Japan experience gaps between the two cultures and try to strike a balance 
between them, consciously or unconsciously. This process continues throughout their 
lifetimes and has a positive (e.g., wide horizon) or negative (e.g., psychological crisis) 
influence on the personal development of each individual. Concerning the evaluation of 
their lives after the transfer, they find it rather positive, because their basic necessities are 
provided for, they get along better with the people in the new culture than with those in the 
original culture, they are able to fulfill their personal aims in life, etc. Moreover, it is 
suggested that ”Ibasho” (one’s place)- a word containing the meanings of both one’s “actual 
living place” and one’s “psychological place” - plays an important role for a positive 
evaluation of life after a transfer to a new culture.
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間結婚の日本人女性が、時間の経過とともに、
出身文化（日本文化）と居住国文化（インド
ネシア）との間で、アイデンティティを形成
していくプロセスを「共通事例」６）によって
示した上で、アイデンティティ形成のプロセ
スについてのモデルを提示している。二文化
の接触は、アイデンティティの危機的状況を
生み出すが、モラトリアムを経て、アイデン
ティティは再統合（一時的な再統合/仮の再
統合）されていく。二文化が接触するごとに、
それが繰り返され、日本で形成されたアイデ
ンティティが螺旋的に再構築されていくこと、
その際に、国籍変更（「永住の決意」）が重要
な課題であること７）、成人期の進行に伴い、
永眠地を含む老後の居場所が再吟味されるこ
とが明らかになった。鈴木は、文化間移動と
アイデンティティの発達について、単一文化
のなかでのアイデンティティの発達モデルに、
二文化の接触によって生じる重要な事柄（心
理社会的課題）が加わることにより、アイデ
ンティティの発達過程がより複雑になること
を指摘している。また、Suzuki （2008）は、
異文化間結婚者の国籍変更と「居場所」８）を
中心に、文化間移動とアイデンティティ形成
のプロセスについて、３つのタイプを提示し
ている。すなわち、結婚時かその直後に国籍
を変更し、新文化に「居場所」があり、アイ
デンティティの危機は少なく安定しているタ
（例：海外勤務者とその家族）もいる。また、
近年、生涯にわたって、長期・短期の文化間
移動を繰り返す人も増えてきている３）。した
がって、文化間移動が成人期の発達にどのよ
うな影響を及ぼすかを問題にする場合には、 
文化間移動を経験した時期、回数、期間、目
的などを考慮する必要がある（Furham & 
Bochner, 1986など）。本稿では、成人期になっ
てから文化間移動を経験した人に焦点を合わ
せる（図１の最下段の→）。
　従来、成人期の文化間移動によって生じる
心理的な変化（発達・変容）は、一時滞在者
（例：海外勤務者）や移住者（例：移民）を中
心に、異文化適応、カルチュア・ショック
（Oberg, 1960）のプロセス（Adler, 1975; 稲村, 
1980など）、文化変容（Berry, et al, 1992など）、
文化変容ストレス（Berry, et al, 1992）、再社
会化（菊池、1990; 鈴木, 2000など）というよ
うな視点からとらえられてきた。したがって、
近年、国内外で著しく増加している異文化間
結婚（国際結婚）者５）の文化間移動に焦点を
あて、成人期の文化間移動の影響を生涯発達
的な立場からとらえようとした研究はごくわ
ず か し か 存 在 し な い（ 例： 鈴 木, 2006b; 
Suzuki, 2008）。
　鈴木 （2006b）は、縦断的なフィールドワー
クによって、日本からインドネシアに文化間
移動した、インドネシア人を夫にもつ異文化
図₁　文化間移動４）を経験した時期：成人の場合
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よって、関係性はより包括的・複合的になる
ことが指摘された。それを図示すると図２の
ようになる。
　ところで、鈴木（2006b）などは、時間の
経過にともなう、配偶者の国に移動した異文
化間結婚者の「ずれ」の感覚について取り上
げ、文化的アイデンティティの“ゆらぎ”９）
のメカニズムを明らかにしている。また、文
化的「ずれ」の感覚が生じる状況（二文化接
触の状況）には２種類あることに言及してい
る。ひとつは、現地文化化した異文化間結婚
者が日本からの訪問者と再会した時や日本に
一時帰国をした時に感じる日本文化との間の
「ずれ」であり、もうひとつは、異文化間結
婚者と現地文化との間の「ずれ」である。前
者は、時間が経過するほど大きくなり、後者
は、現地滞在が長くなるにつれ、だんだんと
減少していくことが予想される。なお、異文
化間結婚者同士の場合には、移動年齢や滞在
期間等によっても異なるが、共通した「ずれ」
の感覚をもつことが指摘されている。結局、
文化間移動をした異文化間結婚者は、二文化
の接触によって生じる「ずれ」の感覚を頻繁
に体験し、そのたびごとに、文化的アイデン
ティティの“ゆらぎ”を感じることになる。
イプ、新文化に「居場所」を見つけた後、国
籍を変更しているが、二文化が接触するたび
に、アイデンティティは危機に陥り、モラト
リアムを経て再統合に達するタイプ、国籍を
保持したまま、二文化（国）間の移動を繰り
返し、新文化に「居場所」はないが、日本が
文化的準拠枠（北山, 2003）なので、アイデ
ンティティはむしろ安定しているタイプであ
る。
　重要な他者との関係性（母国あるいは居住
地との関係性も含む）に着目し、文化間移動
とアイデンティティ発達について、異文化間
結婚者の事例研究によって把握しようとした
研究としては、鈴木（2009）がある。成人前
期では、異文化出身の配偶者との出合いや文
化間移動、日本の親・きょうだいとの関係性、
成人中期では、自分自身と現在の居住国
（地）との関係性および自分自身と母国との
関係性、成人後期では、現実の「居場所」だ
けではなく、死後の「居場所」が問題となり、
アイデンティティ発達に重要な影響を及ぼす
ことが言及されている。また、単一文化のな
かでのアイデンティティの発達の際に重要と
される関係性だけはなく、さらに、自己と二
つの文化との関係性が常に意味をもつことに
図₂　文化間移動と関係性
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参与観察の反復、マクロ・ミクロ的視点な
どである。本研究における面接のポイント
は、１）日本文化と現地文化が接触したとき
の「ずれ」の感覚・意識とその後の発達へ
の影響、２）文化間移動をしたことへの評
価である。
整理・分析：面接データおよびフィールド
ノーツに基づき、個々の事例について、重
要な出来事や気持ちの変化を時系列にした
がって整理し、質的な分析をおこなった。
結果と考察
１．	文化間移動における「ずれ」と「折り合
い」の様相
　インドネシア人と結婚し、日本からインド
ネシアに文化間移動をした日本人女性Ｗ（50
代、インドネシア語は流暢）の語りを例に、
現地文化との「ずれ」と「折り合い」の様相
について考察する。（例は2000年代後半の
フィールドノーツよりの抜粋、下線および括
弧内は筆者による。）
例₁：	「日本（文化）のなかで成長してきているので、
そこで培ってきたものがあるので、どうしても譲れ
ない部分がある。それが、葛藤や悩みになる。（略）
日本で身につけたことが通用しないことがわかる。
もしそれを感じることがないとしたら、つらい。そ
のまま（日本の常識や価値観）を表現しようとしたら、
浮くし。」
　日本で生まれ育ち成人した日本人女性はイ
ンドネシアに文化間移動をした時点で、すで
に日本人として社会化している。したがって、
新しい文化のなかで、時間の流れとともに、
自然環境や社会環境10）について「ずれ」を感
じることになり、それは葛藤や悩みにつな
がっていく。また、その「ずれ」を感じない
ままでいると、新しい環境とうまく適合して
それでは、恒常的な二文化接触によって生じ
る文化的アイデンティティの“ゆらぎ”は、
その後の発達（生涯発達）にどのような影響
を及ぼすのだろうか。
　本稿では、成人前期に、配偶者の出身国
（文化）に文化間移動した異文化間結婚（国
際結婚）の日本人女性（成人中期）を事例と
して取り上げ、 二文化接触によって生じる
「ずれ」、特に現地文化との「ずれ」の感覚・
意識がその後の発達にどのような影響を及ぼ
すかについて考察する。さらに、成人中期を
迎えた異文化間結婚女性が、文化間移動をし
たことをどのように評価しているかについて
検討する。なお、本稿における文化は、特に
断りのない限り、「発達過程のなかで、環境
との相互作用によって形成されていく、ある
特定集団のメンバーに共有される反応の型」
（鈴木, 2006a, p.41）とする。
方法
調査参加者：インドネシア人との結婚により、
1990年代初頭ごろまでに、居住地をインド
ネシア・バリ州に移した日本人女性16人（現
在：40代から60代）。全員、インドネシア
語の日常会話には支障がない。
調査期間：1991年から2009年。年２～３回、
各約２週間～６週間。（本研究では、その
一部を使用している。）
調査場所：インドネシア・バリ州の南部のク
タおよびその周辺（島の中心部で、 観光
化・都市化した地域）。
調査方法：「文化人類学的 ‐ 臨床心理学的ア
プローチ（CACPA）」（Suzuki, 2002；鈴木, 
2008; 鈴木・藤原, 1992）。主な特徴は、縦
断的フィールドワーク、ラポールの重視と
援助、面接（半構造化・ 非構造化面接）と
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価値観を何パーセントもてるかということ。80％だ
ときびしい。でも０％ということはない。」
　二つの文化の視点をもつようになる。そし
て、“ずれ”を経験する度に「折り合い」をつ
け、その時々の場面によって、どちらかを選
択し、自分のなかの二つの文化のバランスを
維持している。
　以上のことから、成人期に文化間移動をし
た異文化間結婚者の「ずれ」と「折り合い」（調
整）の様相は図３のように示すことができる。
すなわち、「日本人として社会化した自分」
（Ａ）は、文化間移動をすることによって、
新しい文化のなかで、自然・社会環境におけ
るさまざまな「ずれ」を体験するが、その「ず
れ」に「折り合い」をつける作業を意識的・
無意識的におこない、二つの文化の視点を保
ちながら、両文化のバランスを取っていく。
その過程は生涯続き、時間の経過とともに、
日本文化が減少し、インドネシア文化が増加
いかないことが言及されている。
例₂：	「場面場面で、二つ（日本とインドネシア）を
比較する。ほんのささいなことでも、日本でしみつ
いていることと、ここでのことが、摩擦をする。だ
から、つらい。でも対応していくようになっていく。
ここで、不自然に感じたことが、自然になっていく。
そうでないと苦しい。（略）そして、折り合いをつけ
ている。無意識のなかで。好きになれるように。」
　頻繁に生じる「ずれ」になんとか「折り合
い」をつけ、摩擦・葛藤を回避し、新しい文
化のなかで生活できるようになっていく。そ
の際、「折り合い」は、意識的にだけではな
く、無意識的にもつけられることが推察され
る。
例₃： 「日本で住むのとここで住むのは違うにきまっ
ている。言葉はもちろん違うが、しきたりややり方
が違うから、いろいろなことに折り合いをつけてい
かないといけない。バランスの問題。いろいろな場
面で、宗教、大家族、バンジャール11）、折り合いの
つけ方は異なる。（略）異国にいて、日本人の習性、
図₃　成人期の文化間移動と「ずれ」と「折り合い」の様相
＊文化＝言語と文化実践を媒介として習得された文化的知識の総体
時間の流れ
A１
A
A２
インドネシア
インドネシア
文化 *
日本文化 *
自然・社会環境
「ずれ」と
「折り合い」
（意識的・無意識的）
A１～A２
二つの文化の視点
をもつ自分とその
バランス
A
日本人として社会
化した自分
― 74 ―
埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第９号
は運命なので仕方がない、当り前なことなの
で、人の死についての悲愴感はない。
（₂）	「ずれ」の受け取り方の個人差　―肯定
的な場合と否定的な場合
　【事例₃】日本では、毎年、春夏秋冬がめぐってく
るが、インドネシアは、四季がなく、常夏である。
すなわち、季節の節目がなく、大きな変化がないま
ま緩やかに時間が流れていく。したがって、時間の
感覚が希薄であり、計画性もあまり必要でない。た
とえば、日本にいれば、季節の変化に応じた洋服を
着なければ生きていけないので、季節ごとに洋服の
入れ替えをする必要があるし、計画的に新しい洋服
を購入したり、そのための貯蓄をしなければならな
い。したがって、時間を厳守し、計画を立てること
が重要になってくる。それに対して、インドネシア
では、１年中夏の服装でいられるので、洋服の入れ替
えや購入のための将来的な計画は不要であるし、そ
のため時間的な余裕もでてくる。
　「なんと言っても楽。ここではいい加減にしていら
れる。たとえば、約束をしても、それに遅れたり、
ドタキャンをすること、されることは頻繁におこる。
でもそれは仕方がないという環境なので、それに対
してどうこういう人はいない。もしそういうことを
言っていたら、ここではストレスがたまる」「（50代）
　自然環境の違いから生じる時間のルーズさ
や計画性のなさをどのように受け取るかにつ
いては、個人によって大きな違いがある。の
んびりとした気楽な生活と感じることができ
れば問題はないが（肯定的な場合）、物事が
計画的に進まないためにストレスがたまるよ
うならば、精神的に困難な状態に追い込まれ
てしまう（否定的な場合）。
（₃）	大き過ぎる「ずれ」による危機
　【事例₄】「両文化の接点はわかる。ものの見方は
いろいろあり、一つではない。ポジティブなのは、
見えないこと（見えなかったこと）が見える（よう
するなかで、そのバランスが、維持されてい
くことが予想される（A1, A2）。
₂．	「ずれと折り合い」体験の生涯発達への
影響
　新しい文化に移動をしたことによって、日
常的に「ずれと折り合い」体験をすることに
なるが、そのような体験がその後の発達に及
ぼす影響について考察する。（事例は、2000
年代のフィールドノーツよりの抜粋、下線お
よび括弧内は筆者による。）
（₁）	ものの見方の変化と視野の広がり―多
様な考え方や価値観についての認識
　【事例₁】「（異文化との出会いによって）見方がか
わる。それは、日本にずっといたらわからない。そ
の文化（移動先の文化）を知ることで、（見方が）か
わる。日本の外から日本を見て、それは違うんじゃ
ないとか（と思う）。他の考え方を知っているので。」
（50代）
　【事例₂】「親やきょうだいの死についても、ここ
にいるので消化の仕方が違う。日本にいるよりも楽
に消化できる。それは、ここの宗教哲学を知ってい
るから。死はここでは当たり前のこと。日本では、
死は受け入れがたい大事件。でもここでは当たり前
のこととして受けとめられている。それを知ってい
るか知っていないかで違っている。知識として知っ
ているだけでも違う。（略）悲愴感があるというより、
からっとしている。生きること、死ぬことについて
の考え方・価値観が違う。」（50代）
　事例１では、二つの文化の接触によって、
多様な考え方や価値観があることを認識し、
それによって視野が広がっている。事例２は、
死生観の違いについてである。日本とは異な
る死生観があることを認識することによって、
死に対する見方が変化し、身内の死に対する
悲しみが軽減されている。輪廻・転生を信じ
るヒンドゥ教では、人は生かされており、死
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になった）事、ネガティブなことは、日常生活して
いくなかでいやなことにぶつかり葛藤があること。
それは日本にいたらしなくてもよい葛藤。だから、
おかしくなる人もいる。摩擦に耐えられない人もい
る。」（50代）
　【事例₅】「生活するにあたって、必要な事はおれる。
子ども、家族の安全に過ごせるように、変であって
もおかしくても折り合いをつける。つまらないこと
やくだらないことでも。（略）それが、できないで、
日本に帰る人もたくさんいる。」（50代）
　事例５や事例６で言及されているように、
個人にとって、「ずれ」があまりに大きすぎ
て、折り合いがつかない場合には、バランス
が崩れ、危機に陥り、最終的には帰国するこ
とにもなる。
　文化間移動による、移動先の文化のなかで
の「ずれと折り合い」体験の生涯発達への影
響については、（１）ものの見方の変化と視
野の広がり、（２）「ずれ」の受け取り方の個
人差、（３）大き過ぎる「ずれ」による危機
という３つの側面があげられた。移動先の文
化との「ずれ」の感覚・意識をもつことは、
日本の常識や価値観とは異なる見方、すなわ
ち、多様な考え方や価値観が存在するという
認識を通じて、個人のものの見方の変化や視
野の広がりをもたらすが、「ずれ」をどのよ
うに受け取り、「折り合い」をつけていくか
には大きな個人差があり、それが個人の発達
に異なる影響を及ぼす。また、その「ずれ」
が非常に大きく、個人のなかでどうしも「折
り合い」をつけることが困難な場合には、自
分自身のなかで二文化のバランスを維持でき
なくなり、危機に陥る。
₃　文化間移動をしたことへの評価
　文化間移動をした場合には、二つの文化の
バランスをとりながら新しい文化のなかで生
活することになるが、成人初期に文化間移動
をし、「ずれ」に「折り合い」をつけ続けな
がら、長期にわたり、移動先（新文化）に居
住し、成人中期を迎えた異文化間結婚者の事
例を取り上げ、文化間移動をしたことへの評
価について検討する。その際、「居場所」が
あるという感覚・意識との関係についても着
目する12）。「居場所」はその人が自分らしく
生き生きとしていられる場所だが、「実際的
な居場所」および「精神的な居場所」から成
るものとし、両者の存在について考察する。
（事例は、2000年代のフィールドノーツより
の抜粋、下線および括弧内は筆者による。匿
名性を保持するために、本質的な内容に影響
を及ぼさない範囲で多少の変更を加えてい
る。）
（₁）	移動先に生活の基盤ができあがってい
る例
　【事例₁】「インドネシアに来たことはよかった。
このままここで死んでいっていいと思う。お金があ
れば、日本に住んでもいいけれど. . . ここでは、小金
があれば生活していける、でも日本ではそういうわ
けにはいかない。」（50代、滞在30年以上）
　【事例₂】「仕事で来たのが始まりだったので、特に、
ここが好きだったわけではない。（略）理想は、仕事
がうまくいって、ここが根拠地で、時々観光で日本
にいけること。（略）ここに土地を買ってしまったし、
日本では住むのは大変。ここだから、独立して仕事
ができるが、日本ではそういうわけにはいかない。
ここにもう長くいるので、ここの方がいい。」（40代、
滞在20年以上）
　【事例₃】「もう若くないので、20代、30代ならば
どこかほかの国に行ってもいいけれど、これから、
生活基盤をどこかの外国に作ることは無理だと思う。
経済的基盤が必要。むしろ、ここに生活基盤をつくり、
日本に行ったり、ほかの国に行ったりすることはし
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ことから、母文化である日本文化に対し、い
わば「文化同一性障害13）」を起こしていたが、
より相性のよい文化（移動先の文化）と出合っ
たことによって、それが解消された（「精神
的居場所」ができた）と考えられる。その人
自身のもつ個性と移動先の文化との相性に
よっても文化間移動の評価は異なり、母文化
よりも移動先の文化との相性がよい場合には、
文化間移動したことは肯定的に評価されるこ
とになる。
（₃）	移動先で自己実現が可能になった例
　【事例₅】「ここに来て本当によかった。小さなこ
とではいろいろあるが、特に何もない。最近の日本
の話をきくと日本よりもここの方がいい。日本でで
きなかった仕事をすることができる。夢がかなった。
（略）日本に対する執着もない。あまり戻りたいとも
思わない。（略）ここで楽にいきている。（略）日本
で生活するよりずっといい。ここでのような生活は
日本ではできない」（50代、滞在20年以上）
　日本では実現不可能で、夢にみていた仕事
が移動先で可能になり、人生の方向性を見出
すことができた事例である。自己実現が可能
になったため、満足しており（「実際的な居
場所」と「精神的な居場所」の両方がある）、
文化間移動を肯定的に評価している。
（₄）	移動先で外国人として気楽に生活して
いる例
　【事例₆】「いろいろあったが、今は、とても気楽
だし、合っている。自由に好きなことができる。（略）
もちろん、毎日のお供え、月３回のお祈りもやって
いる。（略）結婚式やお葬式にもでる。そのほか、声
をかけられればそうする。（略）そういう気遣いはし
ている。もしそれをやらなかったら、ここで生活し
ていくのは難しい。（略）ここで今快適に生活できる
のは、国籍を変えていないので、みんな（親戚や夫
の友人・知人）が外国人という目でみてくれる。だ
たいと思う。（略）日本とここを比較して、どちらか
というと、プラスの点が多いのでここに生活してい
る。」「（50代、20年以上）
　３事例とも、現在の居住地に生活の基盤
（経済・生活の安定）をつくりあげている。
もし可能ならば、日本で生活したいと思わな
いわけではないが、現在の居住地に長く生活
しているし、これから日本に新たに生活の基
盤をつくることは難しい。現在の居住地であ
るインドネシアを基盤とし、時々日本を訪問
できればよいと考えている（事例２、３）。３
事例とも、非常に満足しているわけではない
（「精神的な居場所」については明確でない）
が、生活基盤（「実際的な居場所」がある）
がある程度できあがっていることによって、
文化間移動をしたことを肯定的に評価してい
ると推察される。
（₂）	移動先の文化との相性の方がよい例
　【事例₄】「日本では、変わっていた。家族・親戚
はみんな固い職業でとても常識的な人たち。私はな
んでも正直に言うタイプだったので、まわりから変
わっていると思われていたのかもしれない。でもこ
こに来たら、ありのままの自分でいても大丈夫だっ
た。それに、日本に戻った時も、外国に住んでいる
から変わっていても仕方がないということで周りか
ら許されるようになったので、それがよかった」（40
代、滞在20年以上）
　日本では変わり者と見られていたが、移動
先（新文化）では、そのようなことはなく、
そのままの自分を受け入れてもらえ、また、
海外在住を理由に、日本でも許容されるよう
になった。文化間移動をしたことによって、
新文化のなかでも、日本でも、楽に過ごせる
ようになった事例である。日本文化とは相性
がよくなかったために、日本では居心地の悪
い思いをしていた（「精神的な居場所」がない）
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から、少しぐらいできなくても、やらなくても期待
されていない。だから楽なのかもしれない。国籍を
変えた人のなかには、現地の人と同じようにするよ
うに言われて大変な人もいる。」（40代、滞在20年以
上）
　移動先の生活習慣や宗教行事等には必要に
応じて参加しているが、国籍を変更していな
いので、名実ともに日本人として生活してい
る。周囲の人々からも、外国人として見られ
ており、あまり大きな期待はされていないこ
とをむしろ気楽に感じている。外国人（部外
者）として気楽に生活できることから、文化
間移動をしたことを肯定的に評価している。
外国人という存在に気楽さを感じながらも、
「実際的な居場所」も「精神的な居場所」も
明確ではな、途上にいる状態とも考えられる。
　成人初期に文化間移動をし、長期にわたり、
移動先（新文化）に居住し、成人中期を迎え
た異文化間結婚者は、文化間移動をしたこと
を肯定的に評価していると言えるが、その理
由としては、ある程度生活基盤ができあがっ
ていること（事例１～ 3：「実際的な居場所」
がある）、母文化よりも移動先の文化との方
が相性がよいこと（事例４：「精神的な居場所」
がある」）、移動先の文化のなかで自己実現が
可能になったこと（事例５：「実際的な居場所」
と「精神的な居場所」の両方がある）、そして、
外国人として気楽に生活できること（事例６）
があげられた。文化間移動に対する肯定的評
価の理由を「居場所」に着目して整理すると、
表１のようになる。
　事例６を除くと、文化間移動を肯定的に評
価している場合には、「居場所」、すなわち、
「実際的な居場所」と「精神的な居場所」の
両方か、少なくてもどちらか一方の存在が明
らかだった。特に、移動先の文化のなかに、
生活基盤があること、すなわち、「実際的な
居場所」があることは重要なこととして推察
された。しかし、事例４のように、「精神的な
居場所」があることが大切な場合もあった。
また、事例５のように、「実際的な居場所」
と「精神的な居場所」の両方がある場合には、
文化間移動をしたことへの満足度が高かった。
なお、「居場所」があるという感覚・意識と
文化的アイデンティティやアイデンティティ
との関連については、今後さらに検討する必
要性があるだろう。
まとめと今後の課題
　本稿では、成人前期に、配偶者の出身地（イ
ンドネシア）に文化間移動し、そこで、成人
中期を迎えた異文化間結婚の日本人女性が、
日本文化とインドネシア文化との「ずれ」に
どのように対処していくか、また、それが、
その後の発達にどのような影響を及ぼすかに
表₁　文化間移動をしたことについての肯定的評価の理由と「居場所」
事例 肯定的評価の理由
「居場所」
「実際的な居場所」 「精神的な居場所」
１～３ 生活基盤がある ○ △
４　　 文化の相性がよい △ ○
５　　 自己実現が可能 ○ ○
６　　 外国人の気楽さ △ △
注）○＝あり　△＝不明確
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ついて考察した。さらに、成人中期の異文化
間結婚者が、文化間移動をどのように評価し
ているかについて検討した。主な結果を次に
示す。
　₁．成人期に文化間移動をした異文化間結
婚者は、日本人として社会化しているために、
新しい自然・社会環境に対する「ずれ」を感
じ、それに、意識的・無意識的に「折り合い」
（調整）をつけることによって、両文化のバ
ランスを維持していく。
　₂．「ずれと折り合い」の過程（体験）は、
生涯続き、個人のものの見方の変化や視野の
広がりをもたらすが、「ずれ」をどのように
受け取り、「折り合い」をつけていくかには
大きな個人差があり、個人の発達に異なる
（肯定的、あるいは、否定的）影響を及ぼす。
また、その「ずれ」が非常に大きく、「折り
合い」をつけることが困難な場合には、自分
自身のなかで二文化のバランスを維持できな
くなり、危機に陥る。
　₃．成人初期に文化間移動をし、長期にわ
たり、移動先（新文化）に居住し、成人中期
を迎えた異文化間結婚者は、文化間移動をし
たことを肯定的に評価している。その理由は、
ある程度生活基盤ができあがっていること、
母文化よりも移動先の文化との相性がよいこ
と、移動先の文化のなかで自己実現が可能に
なったことなどである。また、文化間移動の
肯定的な評価には、「居場所」があるという
感覚・意識がかかわっており、「実際的な居
場所」と「精神的な居場所」の両方か、どち
らか一方が存在することが示唆された。
　すでに言及した以外の今後の課題としては、
本稿では、文化的「ずれ」の感覚が生じる二
種類の状況（鈴木，2006）のうち、日本文化
と移動先の文化との「ずれ」に焦点をあて、
「ずれと折り合い」の体験が、発達に及ぼす
影響を考察したが、もう一方の状況である、
日本からの訪問者との再会や一時帰国の際の
日本文化（日本人）との「ずれ」も考慮し、
生涯続くであろう恒常的な二文化接触によっ
て生じる文化的アイデンティティの“ゆらぎ”
が、生涯発達に及ぼす影響を包括的に検討す
る必要性があげられるだろう。また、「ずれ」
をどのように受け取り、「折り合い」をつけ
ていくかには大きな個人差があることが指摘
されたが、生涯発達を視野にいれた、縦断的
な事例研究によって、その詳細を明らかにす
ることが望まれる。
＜注＞
１） 本稿における「文化間移動」は、異なる文化間
（国家間）の移動を指しているが、文化間移動に、
下位文化間の移動（例：東京から沖縄への地域間
移動、中流から上流への社会階層間移動）を含め
る場合もある。
２） 満20歳以上を成人とする。また、本稿では、成
人前期は、20歳ごろ（結婚後）から40歳/45歳ご
ろまで、成人中期は、40/45歳ごろから65歳ごろ
まで、成人後期（老年期）を65歳/70歳以降とする。
３） たとえば、異文化間結婚（国際結婚）者のなか
には、一方の配偶者の出身国を居住地としながら
も、他方の配偶者の出身国にも定期的に一定期間
滞在する人もいる。また、定年退職者のなかには、
日本を居住地としながらも、季節ごとに、海外に
長期滞在する人もいる。
４） １回だけの文化間移動の場合（母国への短期の
一時帰国は含めない）。
５） 日本人の婚姻総数（国内・海外）に占める、配
偶者のどちらか一方が日本人である国際結婚の割
合は、2005年には7%を超えている（厚生労働省
人口動態統計より）。
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６） 「共通事例」の詳細については、鈴木（2006）
を参照されたい。
７） 異文化間結婚者の国籍変更と文化的アイデン
ティティについては、鈴木（2003）を参照された
い。
８） 「居場所」は、自分らしく生き生きとしていら
れる場所である。
９） ここでは、新しい文化との「ずれ」の感覚によっ
て、文化的アイデンティティがゆらぐ現象、すな
わち、日本人という感覚がゆらぐことを指す。ま
た、文化的アイデンティティは、アイデンティティ
の一側面であり、「自分がある文化に所属してい
るという感覚・意識」（文化的帰属感・帰属意識）
あるいは「ある文化・社会ののなかに自分の居場
所があるという感覚・意識」とする（鈴木、
2008, p.33）。なお、浅井（2006）は、異文化との
関係を再構成する際に、自分の情動が最も肯定的
に感じられるように自分自身の文化的アイデン
ティティの「カテゴリー」を選択したり、新たな
カテゴリーを創造するプロセスを「文化的アイデ
ンティティのゆらぎ」と呼んでいる。
10） 「社会環境」には、人間環境（現地の人）、精神
的・文化的環境（例：価値観、宗教、習慣）、物
質的環境（衣食住）が含まれる（近藤, 1981）。
11） バンジャール（banjar）は、バリの社会的な最
小単位であり、バンジャールがいくつか集まり村
を形成する。
12） 注９にもあるように、鈴木（2008）は、文化的
アイデンティティを「ある文化・社会ののなかに
自分の居場所があるという感覚・意識」としてい
る。
13） ここでの「文化同一性障害」は、自身の出身文
化（母文化）に違和感があり、常に不一致な感覚
しか持てない状態を指している。
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